
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
見
る
和
化
漢
文
の
用
字
-
出
典
と
の
比
較
か
ら
-

磯
貝
　
淳
一

一
、
は
じ
め
に
-
問
題
の
所
在
-

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
は
'
日
本
・
中
国
そ
れ
ぞ
れ
に
出
典
を
持
ち
、

日
本
と
中
国
の
説
話
が
ほ
ぼ
交
互
に
排
列
さ
れ
る
形
を
と
る
法
華
経
霊
験
評

の
集
成
で
あ
る
。
そ
の
出
典
は
、
概
ね
日
本
の
部
が
『
大
日
本
国
法
華
経
験

記
』
、
中
国
の
部
が
『
法
華
伝
記
』
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
'
仏
教
説
話
・
霊
験
記
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
和

化
漢
文
資
料
を
取
り
上
げ
へ
　
そ
こ
に
見
ら
れ
る
様
々
な
　
「
和
化
漢
文
資
料
特

有
の
」
　
事
象
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
大
き
く
は
'

①
和
化
漢
文
と
正
格
漢
文
と
の
差
異
の
問
題

②
和
化
漢
文
内
部
に
見
ら
れ
る
差
異
の
問
題

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
用
語
・
用
字
の
記
述
を
行
う
こ
と
を

通
じ
て
へ
　
和
化
漢
文
の
文
体
範
噂
と
言
語
事
象
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
き
た

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
'
「
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
」
や
　
「
正
格
漢
文

へ
の
志
向
性
」
　
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
用
語
・
用
字
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
へ
　
そ
の
背
景
に
は
共
通
の
用
字
基
盤
と
も
言
う
べ
き
「
書
き
方
」
　
に
基

づ
い
た
文
体
範
噂
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

一
応
の
方
向
性
と
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
'
先
に
述
べ
た
検
討
の
中
で
扱
っ
た
　
「
個
別
の
言
語
事
象
」
を
寄

せ
集
め
た
結
果
が
　
「
用
字
基
盤
」
　
乃
至
は
　
「
文
体
範
噛
」
　
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
繋
が
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
へ
　
な
お
慎
重
に
な
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
実
際
の
資
料
に
お
い
て
い
か
に
捉
え
て
い
く
か
が

環
在
の
大
き
な
課
題
の
1
　
つ
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
'
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
と
出
典
説
話
と
の
比
較
か
ら
'
「
出

典
と
の
差
異
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
中
で
、
本
資
料
成
立
に
際
し
て
「
漢

字
文
」
が
ど
の
よ
う
な
質
的
転
換
を
遂
げ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
漢
文
の
「
和

化
」
　
と
直
接
的
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
量
的
構
造
か
ら
見
た
探
要
法
花
験
記
の
変
化
I
指
標
漢
字
の
抽
出
-

前
項
で
述
べ
た
　
(
「
個
別
の
言
語
事
象
」
を
寄
せ
集
め
た
結
果
が
　
「
用
字

基
盤
」
乃
至
は
　
「
文
体
範
噂
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
か
と
い

う
問
題
)
　
意
識
か
ら
、
ま
ず
は
本
資
料
の
用
字
の
特
徴
を
概
観
し
把
握
す
る

た
め
に
へ
　
漢
字
使
用
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か

の
論
考
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
;
'
全
体
を
把
握
し
っ
つ
'

個
別
に
比
較
検
討
す
べ
き
対
象
を
見
出
す
た
め
に
、
使
用
度
数
の
一
覧
(
使

用
度
数
5
 
1
以
上
の
漢
字
に
つ
き
)
を
以
下
に
示
す
こ
と
と
す
る
。
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3
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3
0
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2
9
4
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2
6
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5
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2
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諭
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以
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4
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7

9

 

二

7
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世

7
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持
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深

7
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然
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日

7

3

今

7
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夢

7

2

 

淨

7
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可

7

0

 

妙

7

0

 

比

7

0

 

夜

6
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巳

6

9

 

乗

6

8

 

國

6

8

 

故

6

8

 

間

6

7

衆

6

6

 

諸

6

6

 

讃

6

6

 

住

6

5

 

子

6

5

 

下

6

4

 

方

6

4

 

丘

6

3

 

受

6

2
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6

2
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6
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作

6

1
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5
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5
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1
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5

1

 

錐

5
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更
に
、
日
本
の
部
・
中
国
の
部
F
そ
れ
ぞ
れ
に
比
較
を
行
う
た
め
に
、
出

典
と
の
比
較
対
照
が
可
能
な
説
話
を
抽
出
し
　
(
全
8
6
話
中
7
4
話
)
へ
　
そ
の
使

用
度
数
を
出
典
資
料
と
比
較
し
っ
つ
一
覧
し
た
の
が
末
尾
に
掲
げ
た
資
料
・

表
①
で
あ
る
。

1
'
表
は
　
「
出
典
」
　
と
　
「
探
要
法
花
験
記
」
　
と
を
並
べ
て
示
す
。
日
本
の
部
・
中
国

の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
対
照
し
て
い
る
。

2
'
「
比
較
対
照
が
可
能
な
説
話
を
抽
出
」
　
し
た
た
め
'
日
本
・
中
国
両
部
の
漢
字

の
合
計
は
先
の
資
料
全
体
の
使
用
度
数
よ
り
少
な
く
な
る
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
.

3
'
比
較
対
照
を
一
覧
し
て
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
'
参
考
ま
で
に
表
左
端

に
数
字
を
示
す
が
、
実
際
の
使
用
度
数
が
反
映
さ
れ
た
　
「
順
位
」
　
と
は
異
な
る
。

(
使
用
が
同
数
の
場
合
は
こ
の
順
位
を
反
映
し
て
い
な
い
。
)

表
に
　
「
探
・
日
本
」
　
と
あ
る
日
本
の
部
説
話
と
　
「
探
・
中
国
」
　
と
あ
る
中

国
の
部
説
話
の
漢
字
の
使
用
状
況
を
比
較
す
る
と
、
漢
字
の
順
位
が
入
れ
替

わ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
先
の
資
料
全
体
の
結
果
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

は
な
く
へ
　
両
部
の
漢
字
使
用
は
近
い
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
の
は
多
く
、
「
i
)
秒
よ
ー
γ
か
y
)
A
)
が
書
か

れ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
文
章
内
容
に
関
わ
る
指
摘
で
あ
る
。
文
章
の
特
徴

の
1
つ
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
が
、
「
i
J
紗
よ
.
γ
に
書
か
れ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
文
章
表
記
の
　
「
質
的
な
部
分
」
に
は
踏
み
込
み
得
て
は

い
な
い
。

そ
こ
で
、
文
章
内
容
そ
の
も
の
に
関
わ
る
こ
と
な
く
へ
　
文
章
を
構
成
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
漢
字
を
対
象
と
し
て
考
察
を
行

う
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
「
接
続
詞
的
用
法
」
を
担
う
と
見
な
さ
れ
る

漢
字
群
と
　
「
助
字
」
表
記
と
し
て
見
な
さ
れ
る
漢
字
群
(
但
し
、
こ
こ
で
取

り
扱
う
の
は
使
用
数
の
み
で
あ
っ
て
、
漢
字
群
に
付
し
た
呼
称
は
一
用
法
を
取
り
立

て
た
仮
の
も
の
で
あ
る
)
を
対
象
と
し
て
'
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

接
続
詞
及
び
助
字
は
漢
文
に
お
い
て
広
く
使
用
が
認
め
ら
れ
、
文
章
を
構
成

す
る
重
要
な
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
複
数
の
資
料
を
比
較
す
る
際
の
指
標

り
と
し
て
有
意
に
働
く
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
.

先
の
表
に
お
い
て
'
出
典
・
探
要
法
花
験
記
共
に
使
用
が
認
め
ら
れ
'
そ

れ
ぞ
れ
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
「
時
」
「
即
」
「
然
」
「
之
」
「
也
」
「
者
」

「
而
」
　
「
於
」
　
「
臭
」
　
等
で
あ
る
。

次
に
掲
げ
た
表
②
は
、
こ
れ
ら
の
漢
字
の
順
位
と
使
用
数
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

出
典
と
の
比
較
を
行
う
前
に
'
探
要
法
花
験
記
内
部
で
の
使
用
数
に
つ
い

4



表②探要法花験記とその出典における各漢字の使用順位　循弧内の数字は使用数)

法華経験記 撫 ・日本 法華伝記 撫 ・中国

時 24 12 (104) 28 ( 52) 9 (12由

即 63 15 ( 9由 44 ( 40) 14 (1戚

然 56) 82 191( ー3) 72 ( 37)

之 14 7 (128 12 ( 7 1) 12

也 49 ( 49) 8 む2カ 48 ( 38) 7 也31}

者 53 32 (6 0 37 (47) 13

而 80 65 10 ( 79) 24 (

於 47 ( 87) 66 (3功 27 ( 52) 33 ( 由

臭 34 107 (29) 130 ( 19) 47 ( 50

て
'
各
漢
字
の
順
位
か
ら
見
た
両
部
の
構
成
は
近
似
し
て
い
る
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
但
し
へ
　
「
而
」
　
「
於
」
　
「
臭
」
　
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
部
に
お
い

て
使
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
日
本
・
中
国
両
出
典
と
の
比
較
か
ら
は
、
「
時
・
即
・
然
」
　
の
グ

ル
ー
プ
で
は
'
「
時
」
　
「
即
」
　
「
然
」
　
そ
れ
ぞ
れ
が
探
要
法
花
験
記
日
中
両
部

と
も
に
順
位
を
上
げ
て
い
る
　
(
使
用
が
増
え
て
い
る
)
　
こ
と
が
分
か
る
。
探

要
法
花
験
記
成
立
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
漢
字
の
担
う
い
ず
れ
か
の
用
法
が

多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
'
具

体
的
な
検
討
は
次
項
に
譲
る
。

「
之
・
也
・
者
・
而
・
於
・
央
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
大
き
な
変
化
は
「
也
」

「
者
」
が
日
中
両
部
と
も
に
順
位
を
上
げ
て
い
る
点
、
特
に
　
「
也
」
　
の
増
加

が
著
し
い
点
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
而
」
　
「
央
」
　
で
は
'
日
本

・
中
国
両
部
が
一
方
は
増
加
、
他
方
は
減
少
と
い
う
反
対
の
変
化
を
見
せ
て

い
る
。以

上
指
摘
し
た
点
が
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
と
い
う
間
越
に
つ
い
て

は
、
更
に
各
漢
字
の
用
法
を
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
'

探
要
法
花
験
記
の
漢
字
の
使
用
が
大
き
く
は
日
本
・
中
国
両
部
類
似
の
構
成

に
よ
っ
て
い
る
点
、
出
典
か
ら
大
き
く
使
用
の
増
え
る
場
合
が
存
す
る
点
を

指
摘
し
得
る
か
と
思
う
。

三
、
指
標
漢
字
の
用
法

前
項
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
各
字
の
用
法
を
概
観
す
る
。

Ⅰ
　
「
時
・
即
・
然
」
　
(
接
続
詞
的
用
法
を
担
う
グ
ル
ー
プ
)

[
時
]
全
2
3
0
例

5



①
其
時
菩
薩
探
垂
哀
憐
而
告
日
汝
等
不
知
否
(
下
三
〇
オ
六
)

[
「
時
」
一
般
の
意
・
^
例
]

②
乗
船
還
蔦
喝
夢
発
感
涙
鳴
咽
千
行
々
々
云
々
(
上
一
七
オ
七
)

③
鵡
拝
菩
薩
叩
頭
求
真
也
喝
菩
薩
関
目
汝
等
住
此
虚
経
幾
星
霜
〒
二
九
ウ
ニ

[
接
続
詞
的
用
法
・
7
2
例
]

④
千
時
山
地
動
揺
門
窓
振
裂
(
上
一
九
オ
六
)
　
　
　
　
[
「
千
時
」
・
t
 
2
例
]

⑤
我
舌
不
朽
成
金
牒
而
時
々
放
光
(
上
二
二
オ
三
)

[
「
時
々
」
「
日
時
」
な
ど
熟
語
と
し
て
・
5
例
]

[
即
]
全
2
0
7
例

①
鐸
新
法
花
経
一
部
七
撃
一
十
八
品
畢
糾
至
明
年
春
正
月
造
金
字
法
花
鰹
七

賓
以
鳥
荘
厳
(
上
四
ウ
五
)

②
豊
聞
西
方
乎
糾
せ
顧
日
夜
涌
経
(
上
三
〇
ウ
八
)
[
接
続
詞
的
用
法
。
。

(
N
例
]

③
顧
師
取
鳥
我
成
福
臭
時
節
叫
告
衆
掘
地
得
三
千
鐘
(
上
〓
オ
四
)

④
如
是
語
巳
瑚
失
不
見
(
上
二
四
オ
〓
)

[
「
即
時
」
の
意
と
な
る
副
詞
的
用
法
・
7
9
例
]

[
然
]
全
7
2
例

①
権
大
夫
参
詣
六
波
羅
寺
値
遇
講
延
矧
事
前
有
繭
三
尼
(
上
二
八
ウ
1
)

[
単
独
で
順
接
あ
る
い
は
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法
・
3
8
例
]

②
然
則
三
世
量
功
絶
一
代
十
箇
誓
喰
徳
超
四
味
(
上
三
ウ
四
)

③
年
齢
衰
老
月
爽
病
悩
、
珊
瑚
其
病
不
重
行
(
上
一
三
オ
一
二
)

[
「
然
則
」
　
「
然
間
」
な
ど
熟
語
と
し
て
順
接
あ
る
い
は
逆
接

の
接
続
詞
的
用
法
・
1
3
例
]

④
登
山
1
合
現
於
空
中
倒
閤
見
者
巳
三
五
(
上
七
ウ
二
)

⑤
自
然
飲
食
在
案
前
　
(
上
二
四
オ
三
)

[
熟
語
と
し
て
・
2
1
例
]

Ⅲ
　
「
之
・
也
・
者
・
而
・
於
・
臭
」
　
(
助
字
グ
ル
ー
プ
)

[
之
]
全
2
2
 
9
例

①
昔
知
此
経
是
諸
傭
出
世
劃
本
懐
衆
生
成
俳
剖
直
道
也
(
上
三
ウ
四
)

[
文
中
の
助
字
　
　
例
]

②
即
及
噴
更
開
眼
悲
沸
衆
僧
間
オ
答
日
赤
服
二
人
衆
目
我
是
泰
山
府
君

(
上
二
〇
ウ
八
)
　
[
文
末
の
助
字
・
7
 
1
例
]

[
也
]
全
2
 
5
 
9
例

①
節
目
如
是
供
養
果
報
微
妙
諸
俳
所
欺
也
(
上
五
ウ
1
)

②
晴
朝
智
通
辞
師
者
河
東
人
也
(
上
1
八
ウ
1
0
)

③
長
安
城
寡
女
揚
氏
者
少
年
亡
父
母
及
中
年
亡
夫
也
(
上
三
〇
オ
1
0
)

[
文
末
の
助
字
・

[
者
]
全
1
7
1
例

①
来
朝
藩
益
両
師
劃
康
陵
之
人
也
(
上
一
七
オ
八
)

②
君
若
不
能
受
持
大
乗
滅
罪
劃
必
受
此
等
苦
息
(
上
≡
ウ
一
)

[
文
中
の
助
字
・
1
1
9
例
]

③
得
法
花
鰹
五
六
巻
綴
鳥
紙
衣
見
劃
寒
心
(
上
二
七
ウ
七
)

[
人
の
意
と
し
て
・
3
6
例
]

④
童
衆
目
我
兜
率
天
瀬
勘
菩
薩
笥
也
(
上
一
三
ウ
五
)[

熟
語
と
し
て
・
t
6
例
]

[
而
]
全
1
2
7
例
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①
行
入
於
大
寺
以
十
種
供
珂
供
養
之
(
上
六
オ
一
〇
)

②
即
以
来
大
始
六
年
耐
卒
央
(
上
〓
オ
六
)
　
　
[
文
中
の
助
字
　
例
]

[
於
]
全
t
 
o
5
例

①
至
同
七
年
冬
卿
草
堂
寺
謬
新
法
花
鰹
一
部
七
撃
1
十
八
品
畢
(
上
四
ウ
三
)

②
嘗
過
風
波
乗
船
欲
没
甜
刺
慶
1
心
奉
賛
湘
法
花
鰹
(
上
二
三
オ
六
)

[
文
中
の
助
字
　
o
例
]

[
臭
]
全
8
0
例

①
是
不
可
思
議
也
凡
如
是
等
感
集
難
以
稀
記
剣
(
上
1
二
ウ
二
)

②
諸
僧
驚
怖
開
四
面
戸
集
見
之
恐
歎
剣
(
下
二
八
オ
八
)[

文
末
の
助
字
・
8
0
例
]

以
上
、
指
標
漢
字
と
し
て
取
り
上
げ
た
9
種
の
漢
字
に
つ
い
て
、
大
凡
の

用
法
の
確
認
を
行
っ
た
。
先
に
述
べ
た
　
「
接
続
詞
的
用
法
」
　
と
　
「
助
字
」
　
に

つ
い
て
は
'
殆
ど
の
漢
字
が
そ
れ
を
中
心
的
用
法
と
し
で
い
る
こ
と
が
用
例

数
か
ら
確
認
さ
れ
た
か
と
思
う
。
し
か
し
、
「
時
」
　
「
即
」
　
両
字
が
接
続
詞
的

に
働
く
場
合
に
つ
い
て
は
'
両
者
と
も
に
使
用
数
の
上
か
ら
は
　
「
中
心
的
」

用
法
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
'
探
要
法
花
験
記
が
出
典
か
ら

「
時
」
　
「
即
」
　
を
増
加
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
'
ど
の
よ
う
な
改
変
が
施

さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
出
典
と
の
比
較
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
出
典
資
料
の
原
文
に
　
「
時
」
　
「
即
」
　
が
　
「
添
加
」

さ
れ
た
場
合
の
例
で
あ
る
・
.
0

○
瑚
林
通
之
響
所
及
受
苦
之
人
皆
得
解
脱
(
探
要
法
花
験
記
・
上
二
九
オ
1
)

〇
・
林
諦
之
努
所
及
受
苦
之
人
皆
得
解
脱
(
法
華
伝
記
・
巻
六
第
一
五
話
)

○
天
性
聡
敏
頻
悟
法
花
即
生
年
十
八
啓
母
出
家
従
師
受
業

(
探
要
法
花
験
記
・
下
一
〇
オ
七
)

○
天
性
聡
利
頴
悟
法
花
・
生
年
十
八
啓
母
出
家
従
師
受
業

(
法
華
伝
記
・
巻
三
第
一
〇
話
)

こ
の
例
に
見
る
よ
う
に
'
探
法
法
花
験
記
と
出
典
と
を
比
較
し
た
場
合
へ

添
加
・
削
除
に
よ
っ
て
漢
字
の
出
入
り
が
あ
る
中
で
、
接
続
詞
が
添
加
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
「
時
」
　
「
即
」
　
両
字
に
つ
い
て
見
る
と
、

時
・
・
・
添
加
1
 
8
例
　
[
接
続
詞
]

削
除
-
例
　
[
接
続
詞
]

即
・
・
・
添
加
3
1
例
[
接
続
詞
2
7
例
　
副
詞
4
例
]

削
除
2
例
[
副
詞
]

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
接
続
詞
的
な
用
法
を
担
う
　
「
時
」
　
「
即
」
　
が
探
要

法
花
験
記
に
積
極
的
に
使
用
さ
れ
る
様
相
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
'

先
の
漢
字
使
用
の
量
的
構
造
に
見
る
両
字
の
増
加
傾
向
と
は
関
連
の
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
接
続
詞
的
用
法
が
中
心
的
で
あ
っ
た
　
「
然
」
　
に

つ
い
て
も
'

○
遇
鬼
病
吐
血
而
死
父
母
捨
家
間
倒
虎
狼
不
食(

採
要
法
花
験
記
・
下
二
〇
オ
五
)

○
遭
鬼
病
吐
血
而
死
父
母
捨
塚
間
・
狐
虎
材
狼
敢
不
食

(
法
華
伝
記
・
巻
一
〇
第
七
話
)

の
よ
う
に
添
加
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
　
(
I
 
5
例
添
加
へ
　
削
除
は
な
し
)
。
探

要
法
花
験
記
で
は
出
典
に
比
し
て
接
続
詞
が
多
く
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
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ま
た
同
様
に
、
増
加
傾
向
の
強
か
っ
た
　
「
也
」
　
に
つ
い
て
も
、

○
経
五
箇
年
常
以
所
着
衣
施
常
住
大
衆
也

(
探
要
法
花
験
記
・
上
二
七
オ
こ

○
経
五
年
取
身
所
著
衣
令
弟
子
悉
送
常
住
施
大
衆
・(

法
華
伝
記
・
巻
六
第
八
話
)

の
様
な
例
が
見
え
へ
　
文
末
の
助
字
と
し
て
は
、
添
加
が
4
9
例
、
削
除
が
-
例

と
出
典
か
ら
の
添
加
傾
向
が
強
い
漢
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
探
要
法
花
験
記
中
国
の
部
と
法
華
伝
記
(
出
典
資
料
)

と
の
比
較
を
中
心
に
、
探
要
法
花
験
記
と
出
典
と
の
違
い
を
探
っ
て
き
た
。

そ
の
際
へ
　
「
時
・
即
・
然
」
　
の
　
「
話
の
展
開
を
明
示
す
る
」
接
続
詞
的
用
法

が
多
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
文
末
の
指
定
の
助
字
　
「
也
」
　
が
多
用
さ
れ
る
こ

と
を
.
明
ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
注
釈
・
説
話
資

料
で
あ
る
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
な
ど
に
見
ら
れ
る
　
「
説
話
文
体
の

特
徴
」
　
と
重
な
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か
と
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
り
。

今
回
、
日
本
の
部
に
つ
い
て
も
出
典
と
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
中
国
の
部

同
様
の
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
探
要
法
花
験
記
は
、
日
本
・
中

国
大
き
く
二
つ
の
異
な
る
出
典
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
独
自
か
つ
共
通
の
用

字
意
識
を
持
っ
て
1
　
つ
の
霊
験
記
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
.

こ
れ
ら
接
続
詞
と
文
末
助
字
の
使
用
傾
向
は
、
和
化
漢
文
と
し
て
の
探
要

法
花
験
記
の
文
章
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
個
々
の
用

字
法
自
体
は
中
国
に
お
け
る
漢
字
文
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者

は
こ
の
点
に
つ
い
て
　
「
中
国
に
出
典
を
持
ち
、
正
格
漢
文
的
な
要
素
が
大
き

い
和
化
漢
文
資
料
で
は
、
措
辞
法
・
用
語
・
用
字
の
多
く
が
正
格
漢
文
の
範

噂
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
は
　
「
和
化
」
　
の
事
象
を
見
出
し
が
た

い
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
出
典
と
の
直
接
的
な
比
較
を
通
じ
、
探
要
法

花
験
記
の
　
「
説
話
文
」
　
へ
の
志
向
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
事

象
そ
の
も
の
の
違
い
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
章

を
組
み
立
て
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
P
J

と
の
指
摘
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
和
化
漢
文
資
料
の
み
を
検
討
の
対
象

と
し
て
、
正
格
漢
文
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
探
要
法
花
験
記
の
用
字
を
位

置
付
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
資
料
に
比
較
的
近
い
性
格
を
持

つ
資
料
を
選
定
し
、
慎
字
使
用
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
和

化
」
　
の
有
り
様
を
探
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

四
へ
　
中
国
漢
文
資
料
と
の
比
較

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
探
要
法
花
験
記
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
、
接
続
詞
的

用
法
を
担
う
漢
字
　
(
「
時
・
即
・
然
」
)
　
と
文
末
の
助
字
　
(
「
也
」
)
　
と
が
和
化

漢
文
成
立
に
際
し
て
加
え
ら
れ
た
大
き
な
　
「
変
化
」
　
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を

更
に
進
め
、
漢
文
の
「
和
化
」
の
問
題
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
て
い
く
た
め
に
、

本
資
料
と
類
似
の
性
格
を
持
つ
中
国
の
漢
文
資
料
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

取
り
上
げ
る
の
は
　
「
法
華
伝
記
」
　
(
先
に
使
用
し
た
「
出
典
部
分
」
だ
け
で
は

な
く
、
資
料
全
体
と
し
て
)
　
「
華
厳
経
伝
記
」
　
「
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
」
　
「
天

台
九
祖
伝
」
　
「
浄
土
往
生
伝
」
　
の
5
資
料
で
あ
る
。
成
立
は
唐
代
か
ら
末
代

に
か
け
て
と
年
代
的
に
幅
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
仏
家
の
撰
述
に
か
か
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る
「
伝
」
　
の
性
格
を
持
つ
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
字
使
用
(
上
位
5
0
位

ま
で
)
　
を
ま
と
め
た
の
が
表
③
で
あ
る
。

探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
　
「
時
・
即
・
然
」
グ
ル
ー
プ
、
「
之
・
也
・
者

・
而
・
於
・
臭
」
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
分
布
と
比
較
す
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

O
　
「
時
・
即
・
然
」

表
①
②
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
「
時
」
　
「
即
」
　
の
多
用
、
ま
た
　
「
然
」
　
の

使
用
は
中
国
漢
文
5
資
料
に
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
上
位
5
0
位
ま
で

の
順
位
を
見
る
と

法
華
伝
記
　
　
　
　
　
　
時
　
3
2
　
　
即
　
4
2
　
　
然
な
し

華
厳
経
伝
記
　
　
　
　
　
時
　
3
 
4
　
　
即
な
し
　
然
な
し

大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
　
時
な
し
　
即
な
し
　
然
な
し

天
台
九
祖
伝
　
　
　
　
　
時
　
4
 
8
　
　
即
な
し
　
然
な
し

浄
土
往
生
伝
　
　
　
　
　
時
　
4
 
8
　
　
即
な
し
　
然
な
し

(
「
な
し
」
は
使
用
数
上
位
5

0
位
以
内
に
当
該
漢
字
が
な
い
こ
と
を
示
す
)

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
三
字
の
使
用
を
探
要
法
花
験
記
の
場
合
と
比
較
す

る
と
、
い
ず
れ
も
順
位
を
下
げ
て
お
り
、
中
国
漢
文
と
探
要
法
花
験
記
と
で

は
、
こ
れ
ら
三
字
の
使
用
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

○
　
「
之
・
也
・
者
・
而
・
於
・
臭
」

表
①
②
の
結
果
と
近
い
結
果
が
環
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
O
　
出
典
資
料
と

の
直
接
的
な
比
較
で
は
　
「
特
徴
的
」
　
と
認
め
ら
れ
た
　
「
也
」
も
、
中
国
漢
文

5
資
料
の
中
で
は
比
較
的
多
用
す
る
資
料
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
寧
ろ
法
華

伝
記
が
他
に
比
べ
て
も
使
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
他
の
助
字
に
つ
い
て

は
、
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
結
果
か
ら
は
'
対
象
と
し
た
中
国
漢
文
の
「
平
均
的
な
姿
」
に
探
要

法
花
験
記
が
近
づ
い
て
い
る
(
正
格
漢
文
へ
の
志
向
性
が
強
い
)
と
捉
え
る

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
典
と
近
似
し
た
文
章
に
あ
っ
て
、
敢

え
て
「
也
」
を
添
加
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
和
化
漢
文
側
の
「
和
」
へ
の
志

向
性
の
表
れ
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
但
し
、

こ
の
点
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
一
見
す
る
と
正
格
漢
文
の
規
範
の
中
に
あ
る

用
字
の
内
実
が
'
実
は
日
本
語
文
の
表
記
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
証
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

五
、
む
す
び
-
「
和
化
」
事
象
の
質
的
記
述
に
向
け
て
-

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
の
日
本
・
中
国
両
部
か
ら
、
指
標
と
な
る
漢
字

表
記
を
抽
出
し
て
'
出
典
資
料
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
探
要
法

花
験
記
は
異
な
る
二
つ
の
出
典
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
の
用

字
を
独
自
の
「
用
字
基
盤
」
と
も
言
う
べ
き
共
通
の
も
の
に
近
づ
け
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
接
続
詞
的
用
法
を
担
う

「
時
・
即
・
然
」
と
文
末
の
助
字
「
也
」
で
あ
る
。
但
し
、
探
要
法
花
験
記

と
近
い
性
格
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
中
国
漢
文
資
料
と
の
比
較
か
ら
、
直
接

的
に
「
和
化
」
と
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
の
は
前
者
の
変
化
(
接
続
詞
の

増
加
傾
向
)
で
あ
っ
た
。
「
也
」
の
出
典
と
比
較
し
た
場
合
の
増
加
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
「
和
化
」
と
の
関
連
性
を
直
接
指
摘
す
る
に
は
至
ら
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
度
の
結
果
か
ら
、
和
化
漢
文
研
究
の
持
つ
問
題
点
の
1
つ

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
格
漢
文
と
の
違
い
を
記
述
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
日
本
語
文
を
表
記
す
る
た
め
の
様
々
な
く
ふ
う

9



の
跡
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
き
た
和
化
漢
文
研
究
で
あ
る
が
、
「
正
格

漢
文
」
　
の
表
記
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
距
離
を
問
題
に
す
る
だ
け
で
は
見
え
て
こ

な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
格
漢
文
の
規
範
の
中
に
あ
る
よ

う
に
見
え
る
も
の
の
中
に
、
実
は
日
本
語
文
化
(
和
化
)
　
を
遂
げ
て
い
る
も

の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
解
決
す
べ
き
問
題

が
多
く
存
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

注
★
-
拙
稿
「
注
好
選
・
探
要
法
花
験
記
の
漢
字
使
用
-
そ
の
量
的
構
造
」
　
(
『
こ
と

ば
と
く
ら
し
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
)
　
な
ど

★
2
本
痛
で
は
、
採
要
法
花
験
記
の
う
ち
日
本
撰
述
に
か
か
る
説
話
を
出
典

に
持
つ
も
の
を
　
「
日
本
の
部
」
、
中
国
撰
述
に
か
か
る
説
話
を
出
典
に
持
つ

も
の
を
　
「
中
国
の
部
」
　
と
仮
称
す
る
。

★
2
指
標
漢
字
を
抽
出
し
て
、
複
数
の
資
料
を
比
較
す
る
方
法
は
峰
岸
明
氏

「
平
安
時
代
記
録
文
献
文
体
試
論
-
用
字
研
究
か
ら
の
試
み
-
」
　
(
『
国
語
と

国
文
学
』
五
1
4
、
1
九
七
四
年
四
月
)
　
等
に
お
い
て
用
字
か
ら
見
た
古
記

録
相
互
の
文
体
研
究
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

*
4
こ
れ
ら
の
　
「
変
化
」
　
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記

と
東
大
寺
図
書
館
蔵
法
華
経
伝
記
-
和
化
漢
文
資
料
と
そ
の
出
典
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
-
」
　
(
『
小
林
芳
規
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
年
三
月
)
　
に
お
い
て
考
察
し
て
い
る
。

.
5
r
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
　
「
也
」
　
の
用
字
」
　
(
第
八
十
三
回

訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
)
　
お
よ
び
注
4
論
文
。
そ
の

際
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
以
下
の
通
り
。

坂
詰
力
治
　
「
法
華
首
座
開
音
抄
に
お
け
る
助
動
詞
に
つ
い
て
」
　
(
小
林
芳
規

編
『
法
華
首
座
開
音
抄
総
索
引
』
一
九
七
五
年
三
月
)

小
林
芳
則
「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
の
文
章
と
用
語
」
(
『
国
文
学
致
』

第
七
二
・
七
三
合
併
号
、
一
九
七
六
年
十
二
月
)

佐
々
木
峻
「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
に
於
け
る
文
頭
の
表
現
法
」
(
『
中

山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八

〇
年
八
月
)

菅
原
範
夫
・
「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
の
注
釈
の
諸
形
式
」
　
(
築
島
裕

小
林
芳
規
編
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
所
収
、

一
九
八
〇
年
八
月
)

★
6
注
4
拙
稿

○
調
査
文
献
お
よ
び
使
用
テ
キ
ス
ト

○
探
要
法
花
験
記
　
(
『
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
』
)
　
○
法
華
経
伝
記
　
(
出
典

と
し
て
)
　
(
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
[
大
治
五
年
写
]
)
　
○
大
日
本
国
法
華
経
験

記
(
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
』
)
○
法
華
伝
記
(
全
文
)

・
華
厳
経
伝
記
・
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
・
天
台
九
祖
伝
・
浄
土
往
生
伝

(
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)

*
テ
キ
ス
ト
に
存
す
る
訓
点
は
、
論
旨
に
直
接
関
わ
ら
な
い
限
り
こ
れ
を
省

略
し
た
。

10



○　日中両出典と探要法花験記の漢字使用比較対照表(表①)各資料の漢字の使用頻度の高いものから順に掲げてある。

(法革鼓験妃-大日本国泣革経験把　採・日本-探要泣花験妃日本の如　法革伝記　奴・中国-探要法花験記中国の部)

法華鼓験紀 挟 . 日 本 泣 革 伝 紀 戻 . 中 国

1 法 84 9 法 2 12 法 144 法 179

2 不 6 8 1 A 19 6 純 一25 花 160

3 A 6 44 17 7 不 117 人 149

4 6 4 0 不 15 5 人 目2 142

5 4 9 7 155 花 10 8 不 14 0

6 有 4 6 1 花 12 8 10 6 日 139

7 華 4 3 1 之 12 6 生 9 0 也 13 7

s 諦 4 I3 也 ー22 - 87 ー3 6

9 生 40 5 * f 117 有 83 時 .2 6

10 此 4 02 日 112 而 7 9 大 12 3

l l 」 3 54 生 10 9 天 7 5 12 2

12 心 3 34 時 10 4 之 7 1 之 113

13 大 3 16 大 10 0 以 7 0 者 1 10

14 之 3 ]6 硝 9 9 珊 6 7 即 ー09

15 日 3 16 即 9 8 <P 66 沸 ー09

1 6 僧 3∝) 此 97 6 5 有 10 7

17 是 29 5 我 9 6 傭 6 5 生 10 6

1 8 見 2 8 9 以 8 9 H 63 長 一05

19 2 8 7 是 8 6 十 63 以 100

2 0 所 2 7 7 傭 8 6 是 63 天 ー00

2 1 以 2 7 1 見 84 見 " 師 94

2 2 傭 2 6 9 聖 84 鳥 59 三 90

2 3 束 2 6 8 僧 82 如 56 如 90

2 4 2 6 1 共 8 0 比 5 4 而 87

2 5 持 2 49 爽 79 師 5 4 王 85

2 6 山 2 4 8 天 76 日 5 4 中 85

2 7 十 2 43 心 72 於 5 2 閲 77

2 8 年 2 43 後 6 8 時 5 2 爽 77

2 9 身 2 3 8 日 6 6 身 5 2 我 74

3 0 行 2 32 6 6 共 5 2 此 7 4

3 ー 讃 22 8 閲 6 2 5 2 共 7 3

3 2 三 2 27 6 1 寺 5 0 十 6 8

3 3 畠 2 26 LU 6 0 所 4 9 於 6 6

3 4 臭 2 24 入 6 0 来 4 9 見 6 5

3 5 無 2 23 所 5 8 王 4 8 至 6 5

3 6 子 2 19 師 5 7 行 4 7 盛 6 4

3 7 門 2ー9 S 5 7 者 4 7 身 6 3

3 8 聖 2 15 身 5 5 無 4 7 等 6 1

3 9 音 2ー0 元 53 至 44 元 5 9

4 0 後 2 07 道 5 2 個 44 所 5 8

年 5 64 1 閲 2 0ー 行 5 1 自 4 1

4 2 至 199 如 5 1 山 4 0 行 5 5

4 3 節 19 9 深 5 0 出 4 0 得 5 4

4 4 中 19 1 謙 5 0 即 40 . 日 5 4

.4 5 189 三 4 9 日 4 0 後 5 2

4 6 図 188 + 4 8 巳 39 汝 5 1

4 7 於 ー87 出 4 8 二 3 8 臭 5ー

48 沙 ー83 中 4 7 也 3 8 山 5 0

4 9 ti 1 180 作 4 6 JK 37 故 4 8

5 0 如 1 80 至 4 6 音 3 5 心 4 8

法華経験妃 探 . 日 本 泣 革 伝 記 挟 . 中 国

5 ー 念 18 0 乗 4 6 在 3 5 七 4 7

5 2 夢 17 8 夢 4 5 待 3 5 上 4 6

5 3 17 7 閉 4 4 七 3 4 道 46

54 17 6 子 44 3 4 冨 4 5

5 5 作 17 5 持 44 道 34 寺 4 5

56 17 3 顧 4 3 汝 34 衆 4 5

5 7 道 17 3 比 4 3 説 3 3 説 4 5

5.8 天 169 又 4 3 3 2 在 44

59 169 女 4 2 方 32 若 44

6 0

5 1

妙 ー66 念 4 2 受 3 1 五 4 2

得 I6 6 妙 4 2 心 3 1 受 4 2

5 2 住 16 5 往 4 1 明 3 1 明 4 1

6 3 即 I6 1 可 4 1 下 3 0 巳 4 1

6 4 知 ー58 今 4 ー 故 30 云 40

5 5 15 6 而 4 0 年 3 0 香 40

6 6 世 15 6 於 3 9 我 2 9 又 40

6 7 15 3 事 3 9 後 2 9 図 40

6 8 * 15 3 明 3 9 謙 2 9 自 39

6 9 出 15 2 夜 3 9 上 2 9 出 39

7 0 寺 15 0 世 3 8 八 29 浮 3 9

7 1 存 14 2 門 3 8 門 29 - 3 8

7 2 音 140 錐 3 8 州 2 8 3 7

7 3 S t 139 丘 3 7 入 2 8 3 7

74 昔 139 37 本 2 8 方 3 7

7 5 可 I37 36 夜 28 3 6

76 依 133 修 36 顧 2 7 供 3 6

77 ォ 132 」 36 喜 2 7 四 3 6

7 8 修 一3 1 依 3 5 浮 2 7 世 3 5

7 9 今 13d a r 35 観 2 7 門 3 5

80 而 13 0 五 3 5 火 2 6 34

A 3 38 1 往 ー29 四 3 5 m 2 6

82 善 12 7 然 3 5 誇 2 6 絵 33

83 郎 ー23 部 3 5 四 2 6 諸 32

84 去 12 1 サ 3 5 地 2 6 知 32

85 赦 ー2 1 遭 3 4 沙 2 5 m 3 i

86 更 l2 0 向 3 4 諸 2 5 千 3 1

87 汝 tl9 出 3 4ロ 母 25 苦 ュo

88 来 日8 3 4 夢 2 5 今 3 0

89 閉 t l8 住 3 4 還 2 4 住 3 0

9 0 1 16 二 3 4 世 2 4 入 3 0

夜 3 09 1 死 1 14 自 3 3 弼 2 4

9 2 明 1 14 諸 3 3 縁 23 * 3 0

9 3 力 1 13 # 3 3 % 23 火 2 9

9 4 観 l I l 語 3 2 知 2 3 皆 2 9

9 5 巳 10 8 3 2 偉 23 持 2 9

9 6 10 8 等 32 苦 22 成 2 9

9 7 受 ー07 得 32 持 22 悲 2 9

9 8 # 10 6 従 32 晶 22 何 2 8

9 9 若 ー05 力 3ー 又 22 可 2 8

00 顧 10 5 サ 30 問 22 S 2 8
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○中国における仏家r伝」における漢字使用(表③)

乾草伝記

法 856

不 782

m 718

- 708

人 681

考 671

育 516

革 587

十 581

而 463

其 449

以 441

大 428

負 421

見 416

捕 409

388

日 382

中 381

367

看 3̀ 5

也 364

無 351

坐 334

如 322

所 318

碍 317

≡ 312

是 312

m 311

僧 306

時 297

至 283

節 280

沸 275

束 272

午 270

聞 269

天 264

也 257

辛 254

即 247

得 244

也 242

門 241

道 240

後 236

日 235

五 230

衣 225

華巌逓伝紀

之 430

十 266

m 261

不 23

法 225

- 224

華 223

育 218

大 201

ft 196

人 194

節 192

以 181

其 180

ft .68

所 168

也 160

而 160

寺 156

也 156

- 154

153午

至 148

負 134

無 13ー

後 130

日 127

..- 125

120日

門 120

僧 116

中 113

巷 112

時 106

山 105

是 105

見 lot

自 98

道 98

乃 98

天 94

逮 90

a 90

行 88

如 88

方 88

僚 87

也 86

者 85

来 82

求法高僧伝

之 234

節 202

而 177

人 156

園 130

育 128

法 126

fe 123

守 ー21

也 Ilo

不 108

十 98

大 94

肴 93

午 90

州 89

m 86

- 85

共 85

慮 83

羅 80

77

氏 74

是 74

行 73

育 72

至 7ー

所 71

逮 69

在 68

以 67

五 66

≡ 65

此 65

臭 64

秤 62

天 61

僧 60

無 59

乃 58

蝣jx 57

心 57

復 56

磨 55

那 5:,

絵 53

中 52

道 52

南 52

% 52

天台九祖伝

節 130

之 123

不 105

法 99

大 94

以 89

育 77

日 74

共 73

十 71

人 70

- 68

& 66

追 65

也 65

者 63

而 62

s 57

行 56

無 55

門 54

至 53

也 52

...- 51

49天

47

午 46

王 45

所 45

心 44

日 44

守 43

見 40

山 40

是 40

如 40

m 39

入 38

鶴 38

自 37

敬 37

華 35

後 35

坐 35

畢 35

世 33

切 33

育 32

管 32

衆 3

問　H ttMi3　憎

沸 582

而 416

不 396

人 386

坐 385

之 366

忠 364

日 363

浮 333

見

255

242

育 221

土 215

日 206

無 194

十 191

者 185

育 78

以 177

サ 171

170共

鳥 ー68

大 62

心 156

往 154

m 153

午 ー51

ー49

也 148

行 146

145節

化 143

法 ー42

至 14ー

陀 140

明 137

...- ー35

134中

如 ー32

坐 ー31

ー29自

臭 129

後 126

栄 125

千 121

然 121

方 121

25 tl9

119時

m 118

○乾草伝紀

唐asms

(史伝郎第51巻、 2068)

○華厳巌伝紀

庸・法蔵

[月報]7-先天元(643-712)]頚

(史伝部第51巻. 2073)

○大唐西城求泣高僧伝

唐・義浄天寿2(691)撰

(史伝郎第51巻、 2066)

○天台九祖伝

来・士衝嘉定元(1028)演

(史伝如第51巻、 2069)

○浄土往生伝

来・戒珠

[熊寧年間(1068-1077)寂]戎

(史伝部第51巻、 2071)

acs印EaEssigr　に括IE

収載巻と文献番号を付す.

*データはいずれも『大正新傭大

殺姫jテキストデータベース(大

歳腫テキストデータベース研究

会)により公開されている本文テ

キストデータを基に計上したもの
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